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１ はじめに 
 

本稿は、徳之島町亀津で話される方言の動詞活用資料を提示する。資料の収集は 2021 年

にオンラインで行った。話者は M 氏である。M 氏は男性、1958 年生（資料の収集当時は 63

歳）、徳之島町亀津生まれで 19 歳以降は鹿児島県外に居住している。 

 

２ 徳之島および徳之島町の概要 
 

徳之島は、奄美大島から南西約 25km に位置する縦長の島であり、海岸延長は 89.2km で

ある。面積は 248.02 ㎢、南北約 25km、東西約 12km に渡る。人口は 23,947 人である2。 

徳之島町は徳之島の北部から東部に位置し、中でも大字亀津は徳之島の東南部に位置す

る。 

 

 

図 1. 大字亀津の位置 
  

 
1 本研究は JSPS 特別研究員奨励費 JP19J20370 の助成を受けている。 
2 面積、人口、海岸延長の情報は鹿児島県 徳之島の概要 

http://www.pref.kagoshima.jp/ac07/pr/shima/gaiyo/tokunoshima/tokunoshima_top.html (最

終閲覧日: 2021 年 2 月 13 日) に基づく。 
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３ 徳之島方言の概要 
 

徳之島方言は系統的に日琉語族・琉球語族・北琉球語群・奄美語に属する (cf. 上村

1997、Pellard2015、中本 1984)。上村（1972）は北琉球の言語を類型的特徴に基づいて

4 つに区分した（喜界島、大島徳之島、沖えらぶ北沖縄、沖縄南部）。徳之島方言はその

中で奄美大島・加計呂麻島・請島・与路島と共に「大島徳之島グループ」をなすとされ

る。中本（1990）は奄美大島・喜界島から与論島までを「奄美方言」とし、奄美大島北

部、奄美大島南部、徳之島、喜界島北部、喜界島南部・沖永良部島・与論島の 5 つに区

分した。管見の限り比較言語学的な検討に基づいて徳之島方言内部での方言群の位置

付けに言及した研究はない。亀津方言の徳之島方言内における類型論的位置づけに言

及した研究には、北西・東・南の 3 群のうち東群に属するとするもの (崎村 1983) と、

北・南の 2 群のうち南群に属するとするもの (平山他 1966) がある。 

一部の語彙を除いて伝統的な方言は若年層には継承されておらず、流暢な話者は主

に 50 代以上の世代に限られる。 

亀津方言は a, i, u, e, o, ɨ, ɛ の 7 つの母音を持つ。子音は p, t, c, s, k, h, b, d, z, g, m, n, j, 

r, w, tˀ, kˀ, nˀ, mˀ, jˀ, wˀの 21 個である。/t/は無声歯茎破裂音、/c/は無声歯茎破擦音、/tj/は

無声歯茎硬口蓋破擦音である。ˀ によって示されるのは喉頭化した子音である。最大の

音節構造は CGVC で、超重音節を避ける傾向にあるが、オノマトペでは CVVC の形が

見られることがある。ただし、音節末に現れる子音は促音、撥音のみである。/n/ は頭

子音にも末子音にもなりうるので、語中に /nj/ という音の連続どちらかの判別がつく

ように ピリオド (.) によって音節境界を振った。  
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 日本語例文 徳之島亀津 

1 
本土の 人も ヘチマを 食べる

の？ 
jamatun tjuma naabera kamjunsee 

2 
ううん 本土の 人は ヘチマを 

食べない。 
aran jamatun tjuja naabera kamai/kamandaa 

3 
我が 家では、夏に なったら、毎

日 ニガウリを 食べる。 

wakja jaanaatija natjin naatika itjinma ingjagui 

kamjui 

4 
今日の 朝ごはんは 何を 食べた

の？ 
kjuunu nisjaaruja nuu kadaaga 

5 味噌汁と ごはんを 食べた。   

6 冬瓜を 食べた。 sibui kaadi 

7 
何故、姉さんは 食べなかったのか

なあ。（独り言のように） 
nuunati akaja kamaratangajaa 

8 
この サトイモは 誰が 食べる

の？ 
kun satoimo tanga kamjuga 

9 
姉がこそ 食べるんだ。私は たべ

ない。 
akagadu kamjunda wanja kamai 

10 
お前が 天ぷらを 全部 食べただ

ろう？ 
jaaga teenpura muuru kandanja 

11 私は 一つだけ 食べたんだよ。 wanja tˀinɡwadu kadida 

12 
私が 食べる 前に 無く なって

いた。 
wanga kamjuu mɛɛnati nengo naatuti 

13 
残った テンプラは、全部 弟がこそ 

食べよったんだ。 俺じゃないよ。 

nukuɨtutan tenpuraja muuru amagadu kadida 

wanja aranda 
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14 
父も バナナ 食べるかなあ。（独

り言のように） 
azjama basjanai kamjunkajaa 

15 父も 食べるだろう／食べるはず。 azjama kamjunsaree 

16 お前も バナナを 食べるだろう？ jˀaama basjanai kamjunjaa 

17 
誰が お菓子を 食べたのかなあ。

（独り言のように） 
tanga kwasi/manzjoo kadangajaa 

18 
お菓子は 妹が 食べただろう／食

べたはず。 
kwasija unaiga kadanzjaroo 

19 
そこに 置いて あった 魚は 誰

が 食べよったの？ 
umanan utjuutji atan ˀjuuja tanga kadanga 

20 
犬が 食べよったのかな。（独り言

のように） 
inga kaadi arangaja/aransee 

21 隣の 猫が 食べよったはずよ。 tunainu njaauga kadansaree 

22 
食べるなって いったのに、食べた

のか？ 
kaminatji itjaasiga kadaawajaa 

23 
兄さんが 食べよったから、私も 

食べたんだよ。 
mɨɨɡa kadaamunaati wanma kaadidaa 

24 
兄さんが 食べよったの？ 本当な

の？ 
mɨɨɡa kadantji huntosee 

25 兄さんは 三つも 食べよった。 mɨɨja miitjima kaadida 

26 
ねえさんも 食べよっただろう？ 

見ただろう？ 
akama kadan.ja intjangja/nitjangja 

27 
ねえさんは 一つしか 食べなかっ

た。 
akaja {tˀiitji/tˀingwa}sika kamarati 
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28 
昨日 食べた ソバは おいしかっ

た。 
kinuu kadan soba maati/makkamujaati 

29 今日も 一緒に 食べよう。 kjuuma mazinnan kamato 

30 今日は 名護へ 食べに 行こう。 kjuuja nagokatji kamiga ika 

31 
ご飯を 食べながら テレビを 見

るな。 
gohan kamigatjanan terebi niina 

32 
もう 片付けるから、急いで 食べ

ろ。 
nˀaa katazukɨrinaati isjuɡati kamɛ 

33 
ぜんぶ 食べるまで 待って く

れ。 
muuru kamjuntanaa matji taboore 

34 
お前が 食べきれないなら、俺が 

食べよう。 
jˀaga kaminararatika waga kamjui 

35 これは 私が 食べる。 kurɨja wanɡa kamjui 

36 
もったいないから 食べるなら 残

すな。残すなら 食べるな。 

attaramunati kamjunnaatika nokosjuna 

nokosjuinaatika kamjuina 

37 
明日 食べる コメを 買ってき

て。 
atja kamjun kumɨ kootiko 

38 
おじいさんは ご飯を 食べて 薬

を 飲みよったか？ 
ziija gohan kaadi kusjui nudaawajaa 

39 
おばあさんは ごはんを 食べて、

それから 薬を 飲んだ。 
baaja assi kaadi unkara hatekatji izi 

40 
兄さんは 昼飯を 食べてから 畑

に 行った。 
mɨɨja assikaadi hatekatji izi 

41 
弟は 昼飯を 食べないで 畑に 

行こうと していた。 
uttuja asi kamango hatekatji ikjuntji sjuuti 
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42 肉を 食べたら 元気に なる。   

43 
明日も サシミを 食べるから、買

って 来い。 
atjama sasimi kamjunaati kootiko 

44 
今日 食べたから、明日は 食べな

くても いい。 
kjuu kadanki atjaja kamaraatima tˀai 

45 
痩せた 女は、パパイヤを 食べな

ければ お乳は 出ない。 

jasitan wanaguntjuja manzjumai kamaratika 

oppai izjurai 

46 
男は 何を 食べても、お乳は 出

ない。 
ingaja manzjumai kaadima oppai izirai 

47 
だれでも しょうがを 食べれば 

からだが 温かく なる。 
manzjuimai kaadika oppai juu izjurjui 

48 ご飯を 食べたのに 眠れなかった gohan kadaasiga ninbararati 

49 
ご飯を 食べなかったのに よく 

眠れた 
gohan kamaraatasiga juu ninbatti 

50 
私は ご飯を 食べなくても 眠れ

る 
wan.ja gohan kamaratima ninbarui 

51 
肉は よく 食べるのに 野菜は 

ぜんぜん 食べない。 
nikuja juukamjuusiga jaseeja tjibutto kamai 

52 
今日は 肉を 食べないから、買っ

て 来るな。 
kjuuja niku kamamunaati kooti kiina 

53 
昨日は 魚を 食べなかったから、

今日は 食べよう。 
kinuuja jˀuu kamaratanki kjuuja kaadinjaa 

54 
今日 買った キャベツは おいし

いから、食べて みろ。 
kjuu kootan dekunija mˀaamunati kaadi njee 

55 その 腐った 豆腐は 食べるな。 un sɨɨtun toohu kamina 
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56 
何故 山羊汁を 食べないの？ お

いしくないの？ 
nuunaati jagiziru kamanga mˀaakunen.ja 

57 
腹が いっぱいだから 食べないの

だ。山羊汁は 好きだよ。 
watamitjumunaati kamiarandaa jagiziruja sukida 

58 
姉さんも 食べなかっただろう／食

べなかったはず。 
akama kamaratanzjaroo 

59 
花子は カボチャを 食べないかな

あ。（独り言のように） 
jˀaama jaɡiziru kamangja 

60 花子は カボチャを 食べないの？ azjaja sɨkamunaati kamansjaree 

61 
花子は 食べないだろう／食べない

はず。嫌いだから。 
hanakoja kamanzjaroo/kamanhazɨ sɨkamunaati 

62 
お前も カボチャを 食べないんだ

ろう？ うん、 食べない。 
jaama toocɨburu kamanɡja? in kamai 

63 
もし おまえが 食べなかったら 

カボチャは 残るだろう。 
mosi jaaga kamaraatika toocɨburuja nokoida 

64 
食べろって いったのに、食べなか

ったのか？ 
kametji itjaasɨga kamaraatija 

65 
お腹が 痛かったから、食べなかっ

たのだ。 
wata jaadutamunaati kamarati 

66 
粥が 残って いるけど、誰が 食

べなかったの？ 
duusiban nukuutusɨɡa tanɡa kamaratanɡaja 

73 
よもぎ粥を 食べなかった 子供に

は お菓子を あげない 
jomogidusiban kaman kwaanija kwasi kuɨrarai 

67 
お前も お粥を 食べなかったんだ

ろう？ 
jˀaama dusiban kamaratanɡja 

68 
ぜんぶ 食べない うちに 片付け

られたんだよ。 
muuru kamimasan dai katazukɨratti 
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69 誰も 食べないのに 芋を 煮た。 tanma kamimasaamun hansin nitji 

70 
誰も 食べない物を 煮ては いけ

ない。 
tanma kamamun kooti sɨmai 

71 
もし おまえが 食べないなら 芋

は 煮ないよ 

mosi jaaga kamaamunatika hansinja 

waasiaranda 

72 
残したら もったいないから、食べ

ないなら 煮るな。 
nootika attaraanmunaati kamaraatika waasina 

74 姉さんが 東京から 来る。 akaga tookjookara kjui 

75 
姉さんは いつ 来るの？  明日 

来る。 
akaja icɨn kiiga? {atja kiida / atja kjui} 

76 
姉さんの 夫も 来るの？ うん、

来るよ。 
akama wutuma kinsee?  in kjunda 

77 
姉さんたちも 来るから、 孫も 

来るだろう／来るはず。 
akatama kjuumunaati maagama kjunzjaroo 

78 
姉さんたちが 来るなら、ご馳走を 

つくって おこう。 
aakataaga kjunnaatika sjuukinkja tjikuutinja 

79 
いとこたちが 来たら、いっしょに 

遊ぼう。 
itokotaga tjiika mazinna asiba 

80 
姉さんたちは 空港から バスで 

来るんだ。 タクシーじゃない。 

akataja kuukookara basusi kjundaa takusii 

arandaa 

81 
姉さんたちが 来ない うちに 家

の 中を 片付けろ。 
akataga kjuntana jannjaa katazukɨre 

82 
孫たちが 来たから、一緒に 遊ん

だ。 
maagataga tjattu mazinnan asibi 

83 
姉さんたちは 飛行機で 来て、船

で 帰った。 
akataja hikoosi tjii hunisi kaiti 
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84 
大阪の 兄さんは 来ないだろう／

来ないはず。 
oosakanu mɨɨja {kiiaran zjaroo/ kun zjaroo} 

85 なぜ 来ないの。 nuunati kunga 

86 
忙しいから、来ないんだ。 来たく 

ない わけ じゃない。 
isjugaamunati kuntjo. kitjakunengo aranda 

87 おじさんも 来ないの？ njaaja kii araija 

88 
うん、弟は 仕事が あるから、来

ない。 
in njaaja sjigjutunu aamunaati kui 

89 
おじさんが 来ないから、おばさん

も 来ない。 
njaaga kunmunnaati obasanma kui 

90 
いとこにも 来いって いったの

に、来なかったのか？ 
itokonima kootji itjaasiga kuraratajaa 

91 
いとこは 来月 ここに 来てか

ら、仕事を 探すそうだよ。 
itokoja raigecu kan tjinge sigjutu tumɛrunpeda 

92 
渡り鳥、 今年は 来なかったね

え。 
wataidui kutusija kuraratijaa 

93 
何故、来なかったのかなあ。（独り

言のように） 
nuunati kuraratangajaa 

94 
今年は 台風が 多かったので 来

なかったんだよ 
kutusija taihuuno hoomunaati kuraratidaa 

95 
渡り鳥、来年は 来るかなあ。（独

り言のように） 
wataidui jaanija kjunkajaa 

96 
今年は、来なくても、来年は 来る

かもしれない。 

ugwasika kutusija kuraratima jaanija kjunka 

wakarai 

97 
今日は 来なくても いいと いっ

たのに 来たのか？ 
kjuuja kuuratima tˤanti itjutamun tˀjaaja 
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98 なぜ、来たの。 nuunati tjanga?  

99 

急ぎの 用事が あったから、来た

んだよ。 遊びに 来たんじゃない

よ。 

{sikaran / isjugan} joozinu aamunaati tjandojaa 

asɨbiga tjii arandojaa 

100 昨日は 来なかったんだろう？ kinuja kuraratangjaa 

101 なぜ 来なかったの？ nuunati kuuratanga 

102 
忙しく していて 頭も 痛かった

ので 来られなかった 
#isjugaa si ukkanma jaadutattu kuraraati 

103 
おまえ おとといも 来ただろう？ 

うん、来たよ。 
jaa uttima tjaagja/ in tjiida 

104 
明日は 来られないんだろう？ う

ん、畑に 行くから 来られない。 
#atjaja kurarangja? in hatekatji ikjunati kurarai 

105 
あさっては、家に いないから、来

るな。 
asattija jaanan uramunaati kiina 

106 
しあさって（lit. 明後日の翌日）は 

君も 来るだろう？ 
asatti naatjaa jˀaama kjungjaa 

107 もう 渡り鳥は 来ないかなあ nˀaa wataiduija kuuwaa 

108 友だちも 連れて 遊びに 来い。 dusi sjooti gakkookatji ko 

109 
昨日は 来なかったのに 今日は 

来るの？  
wataidui kuduja tjiidaa 

110 郵便屋は さっき 来たよ。 juubinja nˀaasikin tjiidaa 

111 郵便屋は 来よったの？本当なの？ juubinja tjiijaa (下降) hontosee (下降) 
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112 
郵便屋が 来よったから、手紙が 

あるんだよ。 
juubinja tjankidu tegami andaa 

113 
誰も 来ないのに 店を 開けて 

いるの。 
tanma kiima sanmun mise jˀeetuija 

114 客が 来るなら 店を 開ける。 kjakuga kjunnatika misɨ jˀeei 

115 今日は 何人、来よったの？ nannin tjanga (上昇) 

117 夕方に 五人くらい 来よった。   

118 
そうか。来よったんだ。（私は見な

かったけど） 
ugwasija tjiijaa wanja njaaratasiga 

119 
でも 五人も 来たのに 何も 買

わなかった。  
  

120 
何を しに 来たのかなあ。変な 

客だったなあ。（独り言のように） 
  

121 
もし 客が 来ないなら 店を 閉

めよう。 
mosi kjakuga kjuraratika misɨ kuui 

122 
夜に なって 誰も 来なかったか

ら、 閉めた。 
juuru naati tanma kuumunaati kuuti 

123 
明日は 客が 来るだろう／来るは

ず。 
jonigata naatika kjakuga kjunhazɨ 

124 
明日 来る 客には おまけを し

よう。 
nˀaakara kjun tjuuninja omake saadi 

125 

子どもたちが 来ない前（来る前

に）に おまけを 用意して おこ

う。 

waarenkjanu kjuntana kwasi jooi sjuukaja 

126 
私が 言った 通り、来よっただろ

う？ 
waga itjan toori tjangjaa 
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127 
うん、朝、来た 客が 夕方も 来

よった。 
in kinu tjantjuga kjuuma tjiidaa 

128 

以前から おまけを して いれ

ば、客は もっと 来よっただろう

／来よったはず。 

mɛɛkara omake sjuutika kjakuja nˀaaninma 

tjaaroo 

129 
おまけを して いたら、 来よっ

たのかな。 
omake sjuutika tjaawaa 

130 
うん、もう少しは 客が 来ただろ

う／来たはず。 
in nˀaaningwa kjakuga tjanzajroo 

131 客が 来ない 店は つぶれる。 kjakuga kun mɨsɨja cɨburɨri 

132 
あの 子は 学校に 来ないで、家

で 休んでいる。 
ankwaja gakkookatji kungoo jaanati jassɨdui 

133 
学校に 来ながら、 友達の 家に 

行って みた。 
gakkookatji kiigatjanan dusinu jaakatji izji intji 

134 バスが 来るまで 港で 待とう。 hunɨnukjuntana minatonati maatinjaa 

135 
もし バスが 来なかったら タク

シーに 乗ろう。 
mosi basu kuraratika takusi nutinjaa 

136 
魚を たくさん 釣って 楽しかっ

たから、来年も 来よう。 
jˀuu teeɡee kwaatji mɨziraatamunaati jaanima kii 

137 来年も 二人で 一緒に 来よう。 jaanima tˀaaisi mazinnan tjinnjaa 

138 
私たちが 来れば、太郎も 来るっ

て 言っていたよ。 
wakjaga tjiika tarooma kjuntji itjuutidaa 

139 
こんど 来なかった 人も 来年は 

来るそうだ。 
kunde kuraratan tjuuma jaanɨja kjunpeda 

140 
来年 来れなくても、再来年は み

んなで 来よう。 
jaani kii nararaatima sarainenja muurusi kiinjaa 
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141 
島に 来なければ、島の いい と

ころは わからない。 
simakatji kuraratika simanu jindoja wakarai 

142 
あいつは 友達が 家に 来ても、

お茶も 出さない。 
anmunja dusiga jaakatji tjiima tjaama izjasai 

143 
あいつは 友だちが 来るのに お

茶さえ 出さないのか？ 
anmunja dusinu kjuntji itjima tjaama izjasantji 

144 
だから、今まで だれも 来なかっ

ただろう／来なかったはず。 

ugwasjunmunnaati nˀantana tanma 

kuraratanzjaro 

145 今日は 何を 煮るの？ kjuuja nuu niiga 

146 
今日は、昨日 買った サツマイモ

を 煮る。 
kjuuja kinu hutan hansɨn niidaa 

147 この 鍋で 煮るの？ kun nabɨsi niijaa 

148 
ううん、小さいから その 鍋では 

煮ない。 
aran gunjamunaati kunnabɨsija niiaran 

149 

どうやって こんなに たくさんの 

サツマイモを 煮るのかなあ。（独

り言のように） 

ikjasi teegenu hansin niigaja 

150 今日は かぼちゃを 煮ないの？ kjuuja tocɨburu nii araija 

151 
昨日 煮たから、今日は 煮ないん

だ。 
kinu nitjattu kjuuja nii arandaa 

152 
冷蔵庫に 豚肉が あるのに 何故 

煮ないの？  
reezookoni wˀaasinu aasiga nuunati niiaranga 

153 
きのうも 豚肉だったから、今日は 

豚肉は 煮ないんだろう? 
kinuma wˀaasi atattu kjuuja wˀaasi nii aranzjaroo 

154 
母は ゴボウは 煮ないだろう／煮

ないはず。嫌いだから 
amaja gunboja nii aranzjaroo sikamunaati 
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155 
そうか、好きじゃないから、ゴボウ

は 煮ないんだ。 
ugwasjija sɨkamunnaati ɡunboja niiarandaa 

156 
今日 煮ない 豚肉は 冷蔵庫に 

入れて おけ。 
kjuu nii aran wˀaasija reezookokatji iituke 

157 
私は 煮なかったのに 鍋に 煮た 

里芋が あった。 
  

158 今日の 里芋は 誰が 煮たの？ kjuunu satoimoja tanga nitjanga 

159 
その 里芋は 母が 煮たんだ。 

私 じゃないよ 
un satuimoja amaga nitjida wan aranda 

160 

母さんが 煮たんだろう？ お母さ

んが 煮るって 言って いたか

ら。 

amaga nitjan saree amaga niruntji itjutankii 

161 
お母さんが 煮た 里芋は おいし

かったねえ。 
amaga nitjan satoimoja mˀaatijaa 

162 
豚肉が 冷蔵庫に あったけど、何

故 煮なかったの？ 

wˀaasiɡa reezookonan aasiɡa nuunati 

{niiararatanɡaja/ njaaratanɡaja} 

163 
鶏肉が 食べたかったから、鶏肉を 

煮た。 
tui kamitjaatattu tui nitjida 

164 
鶏肉は 煮たけど、豚肉は 煮なか

った。 
tui nitjaasiga wˀaasija njaarati 

165 
何故、魚は 煮なかったのかなあ。

（独り言のように） 
nuunati jˀuu njaaratankajaa 

166 
昨日も 豚肉を 煮たから、今日は 

煮なかったんだろう？ 
kinuma wˀaasi nitjattu kjuuja njaaratanɡjaa 

167 
おとといも 魚だったから、昨日は 

煮なかったんだよ。 
ʔuttima wˀaasijatattu kinuja njaaratidaa 

168 
誰が カボチャを 煮たのかなあ。

おいしいなあ。（独り言のように） 
tanga toccɨburu nitjanɡajaa mˀantija 
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169 
そのカボチャは 母さんが 煮ただ

ろう／煮たはず。 
un toccɨburuja amaɡa nitjanhazɨ 

170 
母さんが 煮る カボチャは 甘く

て おいしい。 
amaga nitjan toccɨburuja amamunnati mˀai 

171 
母さんが 煮れば、みんな 残さず 

食べる。 
amaga nitjika muuru nokosangutu kamjui 

172 
もし 婆さんが 煮ないなら 誰が 

煮るの？ 
mosi baaɡa njaaratika tanɡa niiɡa 

173 

姉が 煮るだろう／煮るはず。自分

で 煮たいって 言って いたか

ら。 

akaga niirunsaree maninkatji rjoori sitjantji 

itjutanmunnaati 

174 お前も 時々は 煮るだろう？ jˀaama maninkati nirunɡjaa 

175 
花子は 煮なかっただろう／煮なか

ったはず。 
akaja njaaratanhazɨ 

176 
鍋に あった トウガンは 誰が 

煮よったの？ 
nabɨnan atan sibuija tanɡa nitjanɡa 

177 
今さっき 台所に いた 姉さんが 

煮よっただろう／煮よったはず。 

nˀaasɨkin daidokoronan utan akaɡa 

{nitjanzjaroo/ nitjanhazi} 

178 
サトイモを 煮ろって いったの

に、煮なかったのか？ 
satoimo nitjinjeetji itjaasiga niraraatjija 

179 
兄さんが 煮よったから、私は 煮

なかった。 
mɨɨɡa nitjaamunaati wanja {nii araraati/njaarati} 

180 
兄さんが 煮よったの？ 本当な

の？ 
mɨɨɡa nitjantji huntosee? 

181 
兄さんは 食べきれないくらい 煮

よった。 
mɨɨja kamaransanɡo nitjaati 

182 
何故 あんなに たくさん 煮よっ

たのかな。（独り言のように） 
nuunati agasanbɛɛ teeɡee nitjaaɡajaa 
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183 
里芋を 煮ながら テレビを 見る

な。 
satoimo niigatjanan terebi niina 

184 
ぜんぶ 煮ないうちに 火が 消え

た。 
muuruga nˀjanutji hiinu kɛɛti 

185 
ゴボウは 煮るなって いったの

に、煮たのか？ 
gunboja niitjika ikantji itjaasiga nitjaa 

186 
誰も 煮ないのに 魚を 買ってき

た。 
tanma niimasaamun jˀuu kootitjii 

187 魚を 煮ないで、何を 煮るの？ jˀuu nˀjaanɡo nuu niiɡa 

188 
タコは 煮る 前に 塩で 揉んで

から 煮ると 柔らかくなる。 
tooja njunmɛɛ maasjusi mudi niitjika jawa narjui 

189 
少ししか 煮なかったのに 柔らか

く なっている。  
nˀanɡwasika niiararatasiɡa jawa naatui 

190 
母さんも そうやって 煮よっただ

ろう？ 見ただろう？ 
amama ugwasi nitjanzjaroo intjangjaa 

191 
今日は 豚肉は 煮ないから、買っ

て 来るな。 
kjuuja wˀaasi njanmunnaati kooti kiinajaa 

192 
昨日は、煮なかったから、今日 煮

よう。 
kinuja njaaratattu kjuu nitjinjaa 

193 
もし お婆さんが 煮なかったら 

誰も 煮ないだろう／煮ないはず。 
mosi baaga njaaratika tanma njanhazi 

194 
婆さんが 煮ないなら、私たち二人

で 一緒に 煮よう。 
baaga njaaratika wakja tˀaaisi manzinnan njaade 

195 今日は おまえが 煮ろ。 kjuuja jˀaaɡa niiree 

196 
お前が 煮ないなら、私が 煮よ

う。 
jˀaaɡa njaaratika wanɡa nitjinjaa 
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197 
私が サトイモを 煮たのに 誰も 

食べなかった。  
wanga satuimo nitjamun tanma kamarati 

198 
魚ぐらい たまには 自分で 煮て

みろ。 
jˀuunkja tamani duusi nitjinjee 

199 
魚を 煮るなら、塩を 少し 入れ

ろ。 
jˀuu niinatika maasju nˀanɡwa iire 

200 
魚を 全部 煮るまで 待ってく

れ。 
jˀuu muuru njuntanaa maatjutikuree 

201 
全部 煮なくても 家の 人の 分

は あるよ。 
muuru njaaratima jaanu tjunu munja anda 

202 
明日は ゴボウを 煮るから、買っ

て 来い。 
atjaja gunbo njuumunnaati kootiko 

203 
大根は、豚肉も 入れて 煮なけれ

ば、美味しく ない。 
dɛɛkunija nikuma iiti njaaratika mˀaakunendaa 

204 
豚肉も 一緒に 入れて 煮ないか

なあ。（独り言のように） 
deekuni mazinnan iiti nii arawaa 

205 
大根を 煮てから、味噌汁も 作っ

た。 
dɛɛkuni niitji misjusiruma cukuti 

206 
お粥を 煮なかった 日は ご飯を 

炊いた。 
dusiban njaaratan hiija ɡohan taatji 

207 
母は 大根は よく 煮るのに 冬

瓜は あまり 煮ない。 
amaja dɛɛkuni juu njuusiɡa sibui anma njaai 

208 
肉と ゴボウを 煮たら、アクが 

たくさん 出た。 
nikutu gunbo nitjika akuga teegee izjurui 

209 
父は 自分で 魚を 煮て 酢の物

も 作った。 
azjaja duusi jˀuu nitjii sunomono cukuti 

210 
全部 母さんがこそ 煮よったんだ。

俺じゃないよ。 
muuru amagadu nitji wanarandaa 
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211 
魚は 婆さんがこそ 煮るんだ。ほ

かの 人は 煮ない。 
sibuija baasangadu nii hukan tjuja njaai 

212 
弟が 魚を 煮ても、だれも 食べ

ない。 
uttuga jˀuu nitjima tanma kamai 

213 
その 魚は 腐っているから 煮る

な。 
un jˀuuja sɨɨtumunaati niinajaa 

 
 

0 標準語 徳之島亀津 

1 
魚を 取るときは 男が 船を 漕

ぐ 
jˀuu turundukija inɡaɡa hunɨ kuɡi 

2 
若い ときは みんなで 舟を 漕

いだ。 
waa jainja muurusi hunɨ kuzi 

3 
今でも 子どもは 舟を 漕がな

い。 
nˀaa jatima wanaɡuja hunɨ kuɡai 

4 
今日は 手が 痛いので、舟を 漕

げない。 
kjuuja tiinu jamjumunaati hunɨ kuɡarai 

5 
病気が 治ったから、舟も 漕げ

る。 
jaaminu nootattu hunima kugarui 

6 明日も 畑に 行く。 atjama unkatji iki 

7 
太郎は 晴れた 日は 畑に 行

く。 
 

8 
天気が 悪いときは 畑へは 行か

ない。 
azjaja wˀaacuki waasandukija unkatji ikai 

9 
昼間 畑仕事を して、 夜は 遊

びに 行った。 
hiruma sigjutu sii juru asɨbiɡa izi 
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10 
太郎は 二郎に 頼んで 友人を 

畑に 行かせた。 
tarooja zirooni tandi duusi hatekatji ikatji 

11 
いとこも 行きたがって いたので 

行かせた。 
itokoma ikitjaa sjuutamunaati ikatji 

12 5 月は よく 雨が 降る。 gogacɨja juu amɨnu hurusaja 

13 12 月は 雨 降らないよ。 zjuuniɡacɨja amɨ hurandaa 

14 昨日も 大雨が 降った。 kinuma ooamɨ huti 

15 あ、雨 降ってきた。 etjo amɨ huuti tjii 

16 
大雨が 降ったので 橋が 流され

た。 
uuamɨ hutattu hasinu naɡasatti 

17 
太郎は 毎日 学校の 前で バス

から 降りる。 

tarooja mainitji gakkoonu mɛɛnati basukara 

uriri 

18 友人が さきに バスを 降りた。 dusinu saki basu uriti 

19 
この バス停では 誰も 降りな

い。 
kun basuteenatija tanma urirai 

20 
熟んだら、木の 実は 自然に 落

ちる。 
naatika kɨɨnunarija sizentu hantiri 

21 
熟まない 実は 木を 揺らして

も、落ちない。 
aokamiija kɨɨ juratjima hantirai 

22 
その 木の 実は やがて 熟む

よ。そしたら 落ちるよ。 
 

23 木を 揺らしたら 落ちた。 kɨɨ juratjattu hantiti 
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24 
木の実が 熟んだのに、祖父は 自

分では 落としきれない。 
kiinumi naatutasiga ziija duusi hantusinarai 

25 
祖父が 父に 言いつけて 兄に 

木の実を 落とさせた。 
ziija azjani iicukɨti mɨɨni kɨɨnu mii hantusatji 

26 
兄が 熟んだ 木の実を 全部 落

とした。 
mɨɨja naatun kɨɨnumii muuru hantutji 

27 オス馬も メス馬も 人を 蹴る。 osunu mˀaama mesunu mˀaama tju keerui 

28 
おとなしい 馬は 人を 蹴らな

い。 
wˀindakka mˀaaja tju keerai 

29 あの 馬が 人を 蹴った。 an wˀindakka mˀaanu tju keeti 

30 
太郎は 去年 買った ものでも 

捨てる。 
azjaja kudu kootamunma hannagiri 

31 
まだ 使えるのに 太郎が ラジオ

を 捨てた。 
nˀaama tjikoorarusiɡa rajio hannaɡiti 

32 父は壊れたラジオを弟に捨てさせた azjaja kundetan razio uttuni hannagiratji 

33 
家の 前に 壊れた ラジオが 捨

てて あった。 
jaanumɛɛnan kundetan razio hannagiti aati 

34 
花子は どんなに 古くても、捨て

ない。 
baaja ikjasi hurukamunma hannagirai 

35 のこぎりで 枯れた 木を 切った noogirisi karitan kɨɨ kiri 

36 昨日 枯れた 木の 枝を 切った kinu karitan kɨɨnu eda kiitji 

37 
おじさんが 一緒に 切って くれ

た。 
njaaga mazinna kiitji kuiti 
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38 
恐ろしいので 誰も ガジュマルを

切らない 
otoromunaati tanma tjinba kirai 

39 穴は スコップで 掘る。 mɨɨja sukoppusi hui 

40 父は 掘るが 母は 掘らない azjaja hurusiga amaja hurai 

41 
二人で とても 深い 穴を 掘っ

た。 
tˀaaisi sittai hukaka mɨɨ huuti 

42 
お父さんに 頼んで 兄さんにも 

掘らさせた／掘ってもらった。 
azjani tandi mɨɨnima huratji 

43 
掃除の 時には 荷物を 家の 中

から 外に 出す。 
soozinu tukija nimocu situkatji izjasi 

44 
弟も 台所に あった 荷物を 外

に 出した。 
uttuma daidokoni atan nimocu situkatji izjatji 

45 
雨が 降れば、荷物は 外に 出さ

ない。 
amɨ huutika nimocuja sutukatji izjasai 

46 
掃除が 終わったら 荷物を 中に 

入れるの？ うん、入れる。 
soozji owatika nimocu njaakatji iirija in iiri 

47 
出した 荷物は 家の 中に 入れ

ろ。 
izjatjan nimocuja jan njaakatji iire 

48 出した 荷物は 全部 入れた。 izjatjan nimocuja muuru iiti 

49 それは ゴミだから 入れるな。 urija gomi iirina 

50 おじいさんはいつも六時に起きる ziija icinma rokuzini uiri/uirui 

51 
昨日は 9 時に 寝て、 8 時に 起

きた。 
kinuja kuzininindi hatjini uiti 
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52 5 時には 誰も 起きない。 gozinija tanma uirai 

53 もう 7 時だよ。 早く 起きろ。 kisja sitjizida hwee uɨre 

54 
父が 兄に 言いつけて 祖父を 

起こさせた。 
azjaga mɨɨni iicukɨti zii uitji 

55 
兄が 寝ていた 祖父を 起こし

た。 
mɨɨɡa nindutan zii uitji 

56 寝た 子は 起こすな。 nindan kwaaja uɨsina 

57 
弟は 左利きだけど 右手で お箸

を 持つ。 

uttuja sjizjaikiki jaasiga miginutiisji nˀjaasi 

mutji 

58 
汁鍋は こぼれやすいから、片手で

は 持つな。 
sirunabɨja anbɨrijasanmunnaati katatisi mutjina 

59 
おにぎりの 入った 重箱は 花子

が 持った。 
onigirinu itjun zjuubakoja amaga mutji 

60 
おばあさんには お茶を 持っても

らった／持たせた。 
baanija tjaa muutji moroti 

61 
お茶を 持つから 水は 持たな

い。 
tjaa mutjumunaati mɨzija mutai 

62 おじいさんにはムシロをもたせた ziinija musiro mutaatji 

63 花子は ムシロを 持っている。 hanakoja musiro mutjui 

64 
重いけど もっと 持てる？／持ち

きれる？ 
omoosiga nˀaaninma mutaruija 

65 
ううん、 これ 一つしか 持てな

い／持ちきれない。 
nˀaa atu tˀiitji jatika mutarui 
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66 いつも 豚肉は 私が 買う。 itjinma wˀaasija azjaɡa kooi 

67 他には 何も 買わない。 hukanija nunma koorai 

68 
お父さんは 昨日は 野菜を 買っ

た。 
azjaja kinu jasee kooti 

69 
今は お金が 無いから 買えな

い。 
asati kjuurjoobi naati atjaja koorarai 

70 
明日だったら 欲しい ものが 買

える。 
asatjijaatika husjamunnu koorarui 

71 
前から 買いたかった ものが や

っと 買えた。 
mɛɛkara kooitjaatanmun jattu koorati 

72 
お金が あれば なんでも 買え

る。 
kanɨnu atika nuujati koorarui 

73 
今日は お金が 無いから 買いた

くても 買えない。 

kjuuja kaninu nenmunnaati kooitjaatima 

koorarai 

74 人の 命は 金では 買えない。 tjuunu inutjija kanisija koorarai 

75 
お父さんが 取った 魚を 弟が 

売る。 
azjaja tuutjitjan jˀuu ui 

76 
きょうは 魚が 少ないから、売ら

ない。 
kjuuja jˀuunu ikkjamunnaati urarai 

77 
昨日は 私が 取った イカと タ

コを 売った。 
kinuja waaga tutan ikatu too uti 

78 その 魚を 安く 売って くれ。 itjinma baaja wanni kani kuirui 

79 
私は 毎年 孫たちに お年玉を 

上げる。 
wanja maitosi mˀaaɡani otosidama kuiri 
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80 
去年は みんなに 千円ずつ 上げ

た。 
kuduja muuruni seNeN zɨcɨ kuiti 

81 来年は 二千円ずつ 上げよう。 jaanija niseNen zɨcɨ turasaa 

82 
いつも おばあちゃんは 私に お

金を くれる。 
kjuuja uttunima seNeN kuiti 

83 今日は 弟にも 1000 円 くれた。 ziija wannin nunma kuirai 

84 
おじいちゃんは 私に 何も くれ

ない。 
itjinma itumantjukara jˀuu moroi 

85 いつも 漁師から 魚を もらう itjinma itumantjukara jˀuu moroi 

86 隣の 家から 大根を もらった tunainu jaakara dɛɛkuni moroti 

87 小さいカニは 誰も もらわない。 gunjaka ganja tanma mororai 

88 
喉が 乾いているから 水を 飲

む。 
nudunu kawatjika mɨzɨ numi 

89 私の 夫は 酒を 飲まない。 waga wutuja sakɨ numai 

90 
おじさんは 病気をしているので 

酒を 飲みたくても 飲めない 
njaaja jaadumunaati sakɨ numitjaatima numarai 

91 
弟は 酒を 飲むと、すぐに 酔

う。 
utuja sakɨnuudika {sigun/tˀjaazjura} jui 

92 
昨日も 酒を 飲んだので、酔っ

た。 
kinuma saki nudattu juuti 

93 
兄は どんなに 飲んでも 酔わな

い。 
mɨɨja ikjaa nuudima juwai 
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94 
弟に 酒を 飲ませて、弟を 酔わ

せた。 
 

95 あの人は 酔って 寝ている arija/antjuja juuti nɨndui 

96 
弟は 酔って、 座敷で 寝てい

る。 
arija/antjuja juuti nɨndui 

97 
飲むなら 乗るな。乗るなら 飲む

な。 
nuinatika numina numjunnatika nuina 

98 
叔父さんは 病気だから 酒が 飲

みたくても 飲めない。 
njaaja jaadumunaati sakɨ numitjaatima numarai 

99 ここの 井戸水は 飲める。 kumanu idumɨzɨja numarui 

100 あそこの 井戸水は 飲めない。 kun idono mɨzɨja numarai 

101 
お母さんが 入れた お茶を 飲ん

だ。 
amaga iitan tjaa teege nuudi 

102 
誰にも こんなほどの たくさんの 

水は 飲めない。 
tannima kassangeenu teegenu mɨzɨja numarai 

103 
お母さんは 赤ちゃんに お乳を 

飲ませてあげた。 
amaja aabani oppai numaatji 

104 山羊も ウシも 草を 食う。 jagima [usima] kusa kamjui 

105 山羊は 濡れた 草は 食わない。 jagija sittatun kusaja kamai 

106 
家で 飼っている 猫が 魚を 食

った。 
jaanati cukanootun njauga jˀuu kadi 

107 
父が 取った 魚を 猫に 食われ

た。 
azjaga tutan jʔuu njauni kamati 
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108 
毎日 暗く なるまで、 外で 遊

ぶ。 
mainitji kuraku nauntana sɨtunati asɨbi 

109 
暗く なったら、 誰も 遊ばな

い。 
kurakunatika tanma asɨbai 

110 
昨日は 朝から いとこと 遊ん

だ。 
kinuja itokotu onigokkosi asɨdi 

111 
天気が いいので、子どもたちが 

外で 遊んでいる。 

waacukiga jutaamunaati warenkjaga sutunati 

asɨdui 

112 
汚れた 皿と お椀は 私が 洗

う。 
jungɨtun saratu owanja azjaɡa aroi 

113 
私は 兄さんに 鍋を 洗ってもら

った。 
wanja mɨɨni nabɨ arotimoroti 

114 
兄さんが 私の 代わりに 洗って

くれた。 
mɨɨɡa wanɡa kawai aroti kuiti 

115 
母は 料理を 作るから、洗わな

い。 
amaja rjoori cɨkurunmunaati arorai 

116 暑い ときは 帽子を かぶる。 atjandukija boosi kanbi 

117 
今日は 涼しいから 帽子を かぶ

らない。 
nˀaaja tanma kubaɡasa kamai 

118 昔は みんな 笠を かぶった。 mukasija muuru kubagasa kandi/kanduti 

119 
いとこたちには 帽子を かぶらせ

た。 
itokoninzini boosi kanbatji 

120 高校生は 制服を 着る kookooseija seehuku kiri 

121 
その 服は 古いから 誰も 着な

い。 
un kˀinja huruwamunati tanma kirai 
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122 昔は 自分で 織った 服を 着た mukasija duusi wutan kin kitji  

123 
今 姉は 隣の 部屋で 着物・和

服を 着ている。 
nˀaa akaja tonarino hejanati kin kitjui 

124 
その 子は 二歳に なったから 

自分で 服を 着れる。 
unkwaja nisai nataatu duusi huku kirarui 

125 
おととい 買った 服を 赤ちゃん

に 着せる。 
 uttu kootan kin aabani kisɨri 

126 

おばさんは 自分が 買った 服を 

お母さんに 頼んで 赤ちゃんに 

着せさせた。 

obasanja duuga kootan huku amani tandi abani 

kisatji 

127 

祖母が 自分で 着せたいと 言っ

たので、仕方なく あかちゃんに 

服を 着せさせた。 

baaga duusi kisɨritji juumunaati sikatanengo 

maagani huku kisatji 

128 ざぶとんには いとこが 座る。 zabutonkatji ito[ko]ga iri 

129 
きみも ざぶとんに 座って く

れ。 
uima zabutonkatji itjuuti tabore 

130 床には だれも 座らない。 jukakatjija tanma irai 

131 
私たちは ここに 座るから きみ

たちは 向こうに 座れ。 

wakjaja kumakatji itjumunaati jˀaakjaja aɡan 

itjure 

132 毎日 おじいさんは これを 見る mainitji ziija un nii 

133 最近 クジラを 見ない nˀanbɛɛ ɡunzja njai 

134 昨日 クジラを 見た kinu ɡunzja intji 
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135   

136 
お祝いの 時の 写真を 家族に 

見せた。 
 

137 
お前も 見たかったら 見ろといっ

て、孫に 見させた。 
jˀaama nitjaatjika njeetji maaɡani njaatji 

138 

子どもだから、見せたくなかったけ

ど、見るといって聞かなかったか

ら、見せさせた。 

waarenkjanaati njaatisimantji umutasiga 

njuntikikamunnati njaatji 

139 
ありがとうは 島口で オボラダレ

ンと 言う 
ariga[too]ja simagu[tji]si o[bo]rada[ren]tji [jii 

140 兄は 何も 言わない mɨija nunma jaai 

141 
母は 弟に 「あやまれ」と 言っ

た。 
amaja uttuni ajamaretji itji 

142 蝉は すぐに 死ぬ。 {asjasja/semi}ja sigun mooisjui 

143 
人に 「死ね」って 言っては い

けない。 
tjuni moisetji ja itjisi {mai/manda} 

144 ゴキブリは すぐには 死なない。 gokiburija sigun mooisai 

145 
去年は ひでりで カエルが たく

さん 死んだ。 
kuduja hiderisi attaraga teegee mooisi 

146 
暑くて、 家の ネコも 死んで 

しまった。 
atjaamunaati jaanu njauma mooisi 

147 座敷には 人が たくさん いる。 zasikinan tjuunu teegee ui 

148 
あなたは しばらく 台所に いて 

くれ。 
uija ikjutangwa daidokonan utitabore 
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149 さっきまで 座敷に 客が いた。 nˀa sikintana zasikinan kjakunu uti 

150 
座敷に いた 人たちが みんな 

帰った。 
zasikinan utan tjuuja muuru kaiti 

151 
みんな かえって 今は だれも 

いない。 
muuru kaiti nˀaaja tanma urai 

152 
若いころは 那覇まで 歩いた 人

が いた。 
waandukin nahantana accɨɨkjun tjunu uti 

153 
兄は お父さんに 言われたら、 

何でも する。 
mɨija azjani jˀattika nuunatima sjui 

154 
兄は 言われなければ、 何も し

ない。 
mɨɨja jˀaararatika nunma sai 

155 
兄は しなさいと 言われたから、

畑仕事を した。 
mɨija seetji jˀattatu hetesiɡjutu si 

156 
お父さんは 兄に 畑仕事を させ

た 
azjaja mɨɨni hate siɡjutu simɨti 

157 休んでないで 仕事を しろ。 jasɨdurango sigjutu see 

158 
祖母が 母に 言いつけて 花子に 

ホースで 水を 流させた。 
baaga amani iicukɨti hoosusi mizɨ naɡasaatji 

159 
母が 花子に ホースで 水を 流

させた。 
amaga hanakoni hoosusi mizɨ naɡasaatji 

160 
花子は 母に 頼まれて ホースで 

水を 流した。 
 

161 
木の葉が 詰まっているので、 溝

の水が 流れない。 
kiinuhaanu cɨmaati mizonu mɨzɨɡa naɡarirai 

162 

お母さんが 兄さんに 木の葉を 

取らせて 水を 流れさせた。（流

れるようにした） 

amaɡa mɨɨni kinuha turaatji mɨzɨ naɡarisaatji 
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163 
兄さんは 木の葉を 取って 水を 

流れさせた。 
 

164 ようやく（やっと）水が 流れた。 jattu mɨzɨnu naɡariti 

165 
アク抜き した ソテツは 食べら

れる 
akunuki san sjuticɨja kamarui 

166 
その 腐った 肉は 食べられな

い。 
sɨɨtun nikuja kamarai 

167 
煮た サツマイモ まだ たくさん 

残っているけど 食べれる？ 
sookiziru nˀaama nootusiɡa kamaruija 

168 
お腹が いっぱいだから もう 食

べきれない。 
watamii naatumunati nˀaa kuriizjoo kamarai 

169 
幼い ころは ごぼうが 食べられ

なかった。 
 

170 湯が 沸くまで 待てない juunu wakjuntanaa matarai 

171 
溢れる くらい お茶を 注いで 

くれ。 
anbirunsako tjaa iitikure 

172 
暖かく なったら 野菜の 種を 

蒔く。 
nokookunaatika jasainu tanɨ maki 

173 
今日は 雨が 降っているから 種

を 蒔かない。 
kjuuja amɨ huutumunaati tanɨ makai 

174 
晴れたので アズキの 種を 畑に 

蒔いた。 
haritaamunaati azukinu tanɨ hatekatji matji 

175 切れなく なった 包丁を 砥ぐ。 kirirango natan hootjo tugi 

176 若い人は 包丁も 砥げない。 waan tjuja hootjoma tugi narai 
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177 
おまえが 砥げないなら 兄に 砥

いでもらえ。 
jaaga tuginarannaatika mɨɨni tudimorore 

178 私は 兄に 鎌を 砥がせた。 wanja mɨɨni kama tuɡatji 

179 
兄さんが 包丁も 小刀も 砥い

だ。 
mɨɨɡa hootjoma koɡatanama tuuzi 

180 
その 包丁は よく 切れるから 

砥がない。 
un hootjoja juu kirirumunati tuɡai 
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